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１．はじめに

近年，石材業においては，その採掘と製造加工の段階で排出される石材廃棄物処理対策は最大の課題とな

っている．石材廃棄物のうち 「汚泥」として管理型廃棄処理が必要な石材研磨粉処理場の確保等の問題か，

らもその対策が強く求められている．

本研究では，既報 に引き続き石材研磨粉（茨城県西部石材加工団地より採取）を混和材としての利用
1) 2)，

した場合①凍結融解抵抗性，②乾燥収縮特性，③オートクレーブ養生による強度増進効果について実験的検

討を行った．

２．実験方法

実験は，石材研磨粉を細骨材の内割り（容積比）置換したモルタルを使用して，大別して以下の４種類の

実験を行った．実験に使用した材料は，セメントとして普通ポルトランドセメント(比重: )，細骨3.16g/cm3

材として茨城県岩瀬産砕砂(比重 ，また，石材研磨紛は，茨城県笠間市稲田石材団地内石:2.62g/cm ,FM:2.763 )
材-石材研磨紛(比重: を用いた．2.56g/cm3)
2.1 凍結融解試験

石材研磨紛をモルタルに用いた場合の凍結融解抵抗性に与える影響を，水セメント比30%，置換率を0,5,

10,20%と変化させたモルタル供試体( × × を用いて， に従って，１サイクルを３～４10 10 40cm JIS A 6204)
時間として実験を行い，動弾性係数および質量減少量を測定した．

2.2 乾燥収縮試験

微分粉である石材研磨粉添加による乾燥収縮への影響を，水セメント比 ，置換率は の３種50% 0,10,20%

類のモルタル薄肉円筒供試体(外径 長さ 厚さ約 ：４週間標準養生)を用いて ℃20mm, 100mm, 1mm 20 60%RH，

の恒温室において乾燥収縮量と水分逸散量を測定した．

2.3 オートクレーブ養生の影響

石材研磨粉を使用した場合，オートクレーブ養生により圧縮強度が増加することが既報で示された．ここ

では 確認実験(圧縮強度試験： )を φ × のモルタル円柱供試体を用いて行うとともに， ， ，JIS A 1108 10 20cm

その原因を調べるため水和生成成分のＸ線回折試験を行った．

尚，養生は，コンクリート打込み１日後に脱型し，１日気中静置した後に，オートクレーブ養生（最高温

度 ℃，保持時間 時間）を行い，更に１日気中静置したもの，および比較のために標準養生のものの180 3
２種類について行った．

３．実験結果および考察

3.1 凍結融解試験

凍結融解の各サイクルにおける，相対動弾性係数および重量変化の試験結果を図１に示す．これらの結果

より，石材研磨粉を まで置換した場合，置換率 ％と比較して変化せず，石材研磨粉を使用しても問20 0%
題が生じない事が示されている．また，試験後の外観観察からも変化は見られなかった．
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3.2 乾燥収縮試験

乾燥収縮試験結

果によって得られ

た，収縮と乾燥時

間の関係を図２に，

示す．尚，含水率

と時間の関係をに

ついても調べた結

果，重量変化は 図１ 凍結融解試験結果

石材研磨粉の置換率に関係なく変化はみられなかった．乾燥収縮は 時間程度まで収縮傾向を示し，それ50

以降は，ほぼ平衡状態になっている．最終収縮量は置換率 ％と ％が大きく， ％のものは，それより0 20 10

小さな値となっている．これは置換率により最適な値がある可能性があり，今後詳細な検討が必要である．

3.3 オートクレーブ養生の影響

水中 日養生とオートクレーブ養生後に行った圧縮強度試28

験および静弾性係数の測定結果を図３，４にそれぞれ示す．水

中養生を行った場合圧縮強度は石材研磨粉の置換率による影響

はみられなかった．しかし，静弾性係数は置換率が増えるほど

ごくわずかな減少を示している．一方，オートクレーブ養生を

行った場合には，置換率が多くなるにつれて圧縮強度は高くな

っている．この理由として，図５に示すＸ線回折試験結果のよ

うに，石材研磨分を添加したことによりシリカ分(石英)が加え 図２ 乾燥収縮試験結果

られ，セメント中の石灰 との反応によりトベルモライト( )CaO

の安定した結晶を形成することに起因すると考えられる なお． ，

静弾性係数は置換率の相違による変化はみられなかった．

４．まとめ

以上のことから，凍結融解抵抗性および乾燥収縮に対する石

材研磨粉添加による悪影響はみられない．また，オートクレー

ブ養生の場合は置換率が増えるほど強度が増進することが分か

り，石材研磨粉をコンクリート用混和材として用いる可能性が

示された． 図３ 置換率と圧縮強度

図５ Ｘ線回折試験結果 図４ 置換率と静弾性係数
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